
岩手県震災アーカイブシステムの構築に当たってのＷＧからの提言 

１ 提言 

(１) 経緯 

  第１回有識者会議（８月22日開催）での議論を踏まえて、９月28日に岩手県震災アーカイブシステム構築

に係る有識者会議ＷＧを開催。ＷＧでの議論をもとに、本提言を取りまとめたもの。 

  なお、第１回有識者会議で提示いただいた主な意見は次のとおり。 

区 分 意 見 

訴求ポイント 訴求ポイントについて、事実を重視し、マイナス部分（失敗例等）も考慮しながら、

言葉の見直しを行うこと。また、分かりやすい表現とすること 

利用しやすいシステムとするため、各訴求ポイントに何らかの階層を設けることを検

討すること。 

時間軸 発災前の資料についても、きちんとアーカイブ化する必要があるのではないか。 

他の事例を調べ、「３日（72時間）」など他とも比較できるものにしてはいかがか。 

(２) ＷＧからの提言 

 ア アーカイブシステムを単に資料の羅列したものとはせずに、今後の防災や教育、復興ツーリズム等を通

じた交流人口の拡大にも役立つものとするよう、分かりやすい訴求ポイントを設定すること。 

  ⇒ 「２」に記載のとおり訴求ポイントを設定 

 イ 当該訴求ポイントの下位層に、県地域防災計画や県復興計画を参考とした「大項目」「中項目」を設け、

利用者の検索性に配慮すること。 

  ⇒ 「３」に記載のとおり訴求ポイントごとに「大項目」「中項目」を設定 

 ウ 大項目ごとに時間軸を設定し、応急対策の経過等が分かるような画面とすること。また、時間軸の設定

にあたり、県災害対策本部の廃止時期である「５ヶ月」後については重要な区切りであるが、利用者の分

かりやすさという観点から、「５」という数字を必ずしも重要視する必要はないこと。 

   ⇒ 次のとおり時間軸を設定する。 

「発災前」「発災直後」「１週間」「１ヵ月」「３ヵ月」「５ヵ月」「１年」「３年」「６年」 

 

 

 

 

 

 

 

発災前 発災直後 １週間 １ヵ月 ３ヵ月 ５ヵ月 １年 ３年 ６年 

  エ 様々な利用者がいることを想定し、「市町村」「任意のキーワード」など様々な観点から検索が可能とな

る詳細検索の項目を設けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 訴求ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そなえ 

 東日本大震災津波による被害の大きさについて伝達する。併せて、「そな

え」の不十分さが被害拡大の一因となったことを踏まえ、来る大規模災害に

備えて、想定にとらわれない物心両面での「そなえ」の重要性について訴求

するもの。 

結いの力 

 東日本大震災津波の経験をもとに、大規模災害発生時の応急対策及び復

旧・復興過程における地域コミュニティの重要性について訴求するもの。併

せて、復興過程における地域コミュニティ再編に係る課題について伝達する

もの。 

支援から絆へ 

 未曾有の大規模災害となった東日本大震災津波では災害対応が困難を極

め、行政のみで災害対応を行うのは不可能な状況であった。このことから、

東日本大震災津波の際に、県内外の関係機関、ボランティア団体等から受け

た支援に感謝するとともに、これら機関との「絆」の構築が大規模災害時の

対応に必要不可欠となることについて訴求するもの 

障がい者等

への対応 

 東日本大震災津波にあっては、障がいの有無、性別、疾患の有無など人そ

れぞれの違いに配慮した災害対応が大きな課題となった。震災の経験をもと

に、応急対策及び復旧・復興過程における要配慮者対応の必要性について訴

求するもの。 

前例なき 

行政対応 

 前例のない大規模災害となった東日本大震災津波では、その時々の状況に

応じた臨機応変な対応を求められ、対応に苦慮した。このことから、差し迫

った状況下で、前例がない中、柔軟な対応を求められる大規模災害時の行政

の対応について、経験を踏まえて訴求するもの 

 東日本大震災津波が発生しても変わることがない「ふるさといわて三陸」

の魅力について訴求するもの 

ふるさと 

いわて三陸 

震災についての記憶・教訓を未来に伝承 
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資料１ 

発災 現実のための対応 未来のための対応 

基盤復興期間 本格復興期間 応急対策期 



３ 訴求ポイントごとの大項目・中項目 

訴求ポイント 大項目 中項目 

そなえ 地震津波災害の歴史 ●明治三陸地震以前 ●明治三陸地震津波 ●昭和三陸地震津波 

●チリ地震津波 

災害の想定 ●ハザードマップ ●各種計画等 

被災の状況 ●発災 ●被災の状況 ●市町村役場 ●人的被害 ●物的被害 

施設被害 ●医療施設 ●社会福祉施設 ●学校 ●港湾、漁港  

避難 ●避難指示等 ●避難 ●避難所 ●広域避難 

防災知識・防災訓練 ●備蓄・非常持ち出し ●指定避難場所、避難所 ●防災訓練 

●各種計画等 

インフラの整備 ●防潮堤 ●道路 ●鉄道 

原子力災害 ●原子力災害 

結いの力 避難 ●避難 ●避難所 

自主防災組織 ●組織活動 ●育成 

消防団 ●消防団活動 ●育成 

地域コミュニティ ●震災前 ●発災時 ●仮設住宅 ●災害公営住宅  

支援から絆へ 自衛隊 ●救助活動 ●被災者支援 ●その他 ●活動の終了 

消防・警察 ●救助活動 ●捜索 

ボランティア・ＮＰＯ ●ボランティア活動 ●ＮＰＯ ●ボランティアセンター  

応援職員 ●応援職員 

国内外からの支援 ●物資 ●義援金 ●海外 ●後方支援 ●各種計画等 

医療保健活動 ●ＤＭＡＴ ●花巻空港 ●こころのケア 

災害時応援協定 ●自治体 ●民間 

障がい者等への

対応 

避難 ●避難行動 ●避難所 ●福祉避難所 

見守り ●仮設住宅 ●災害公営住宅 

性別、国籍 ●女性への配慮 ●外国人への対応 

行政対応 ●各種計画等 ●防災訓練 ●普及啓発 

前例なき行政対

応 

災害対策本部 ●県 ●市町村 

応急対策 ●物資供給 ●電気・ガス・水道 ●避難者対応 ●道路啓開 ●

市町村行政機能 ●ヘリコプター活動 ●犠牲者対応 ●がれき処

理 

復興局 ●設置 ●各委員会 ●復興計画 

生活再建 ●被災住宅調査 ●支援給付 ●仮設住宅 ●相談窓口 

広報 ●自治体広報 ●地域の新聞社 ●災害ＦＭ 

復興へ・安全の確保 ●防災のまちづくり ●交通ネットワーク 

復興へ・暮らしの再建 ●生活・雇用 ●保健・医療・福祉 ●教育・文化 ●地域コミュ

ニティ ●市町村行政機能 ●集団移転、区画整理 

復興へ・なりわいの再

生 

●水産業、農林業 ●商工業 ●観光 

復興へ・三陸創造 ●産業の振興 ●地域づくり ●津波伝承 ●その他 

ふるさといわて

三陸 

ふるさとの再編 ●観光資源（震災前） ●観光資源（震災後） ●観光資源の復興  

こころの復興 ●地域の祭り（震災前） ●地域の祭り（震災後） ●郷土芸能 

復興ツーリズム ●震災遺構 ●三陸ジオパーク ●世界遺産 ●震災語り部 

 

 

  


